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Q 6 ワクチンを毎年連続して接種する理由を教えてください。

インフルエンザウイルスは毎年のように変異しながら流行しますので，ワクチンは毎年そのシーズ

ンの流行にあわせたものが製造されます。また，現在のインフルエンザワクチンの発症予防効果はおよそ５

カ月程度とされています。したがって，前の年に受けたから次の年のワクチン接種は必要ないということに

はなりません。

A

Q 7 ワクチン接種の対象者を教えてください。

65歳以上の高齢者及び60～ 65歳未満で特定疾患の方に対しては，予防接種法に基づく定期接種

（二類疾病）として接種が可能です。平成17年（2005）６月の厚生労働省健康局長通知により，予防接種で

インフルエンザワクチン接種後２日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈

したことがある者ならびに過去に免疫不全の診断がされている者は予防接種法に基づく二類疾病としてのイ

ンフルエンザワクチンは接種不適当者に変更となる改正がなされましたが，その後過去に免疫不全の診断が

されている者はその対象から除外され，定期予防接種として受けることができるようになりました。また，

基礎疾患を有する方〔気管支喘息等の呼吸器疾患，慢性心不全，先天性心疾患等の循環器疾患，糖尿病，腎

不全，免疫不全症の方〕などはインフルエンザに罹患すると重症化のおそれがあるのでワクチンによる予防

が望ましいと考えられます。このような人々がインフルエンザに罹らないようにするため，同居やお世話を

している方，医療従事者にもワクチン接種は勧められます。

　その他，インフルエンザの罹患あるいは重症化をあらかじめ防ごうとする方々全員が対象となりますが，

法律で定められた二類の対象となる方以外は任意接種となります。

A

Q 5
ワクチン接種を受けた人から，「かぜ」をひいてしまったといわれました。どのように

説明をしたらよいでしょうか。

かぜとインフルエンザが同じものであるという誤解からくるものがほとんどですが，ワクチン接種

後のかぜ罹患がよく問題にされます。ワクチンは不活化ワクチンなので副反応としてのインフルエンザ症状

はありません。いわゆるかぜの中には，インフルエンザ以外のウイルス，細菌などによる他のかぜ症状が多

数含まれています。

　また，ワクチンの効果は約70－80％程度，就学前の小児では20～30％程度といわれており，ワクチン

接種を受けた人であっても，インフルエンザに罹患することがあります。インフルエンザとかぜの違い，イ

ンフルエンザワクチンの効果などについて説明をする必要があります。

A


